
 

 

会議の経過 

 

1 

開会年月日時刻 令和６年１月３０日（火） 午後３時００分 

閉会年月日時刻 令和６年１月３０日（火） 午後４時１９分 

会議の場所 館林市役所 研修室 

会議次第 

 

１． 開会 

２． 会議録署名委員の指名 

３． 前回会議録の承認 

４． 教育長事務報告 

５． 議事 

議案第 １号 

 

議案第 ２号 

臨時代理の承認を求めることについて（館林市立学校給食セ

ンター設置及び管理条例施行規則の一部を改正する規則） 

令和６年度奨学資金（新規募集）貸与候補者の決定について 

（非公開） 
 

６． その他 

７． 閉会 
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出席委員 

 

第１番 木 戸 浩 之 

第２番 栗 原   昇 

第３番 金 子 千 秋 

第４番 川 島 健 治 

第５番 堀 口 哲 哉  
 

 

欠席委員 

 

第１番  

第２番  

第３番  

第４番  

第５番  
 

 

提案説明のため

出席した者 

  

教育長 川 島 健 治 

教育次長 始 澤 勝 也 

教育総務課長兼学校給食センター所長 木 村 和 好 

生涯学習課長 廣 澤 篤 行 

参事兼学校教育課長 井 戸 健 二 

文化振興課長 中 村   豊 

スポーツ振興課長 髙 橋 一 哲 

向井千秋記念子ども科学館長 石 崎   治 

図書館長 森 田 秀 利 

総括係長 折 原 嘉 和 

書記 横 山 瑠璃子 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長 

教育長 

図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

それでは、定刻となりましたので、館林市教育委員会定例会を開会いたし

ます。                     （午後３時００分） 

本日の日程は別紙のとおりです。 

次に、日程第２ 会議録署名委員を指名いたします。 

今回の署名委員は１番 木戸委員、２番 栗原委員を指名いたします。 

次に、日程第３ 前回会議録の承認については、後日読んでいただき承認

するものとしてよろしいでしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議ないものと認め、そのようにいたします。 

次に、日程第４ 教育長事務報告をいたします。 

一般事項（１）群馬県都市教育長協議会第４回定例会が、１月２３日に  

安中市学習の森ふるさと学習館で行われました。会議では、報告事項とし

て「全国都市教育長協議会令和５年度第４回理事会」及び「関東都市教育

長協議会令和５年度第２回理事会」について、それぞれ結果報告があった

ほか、協議事項が２件、照会事項が１件ありました。 

私からの報告は、以上でございます。 

続いて、教育委員会各課の処理事務報告ですが、議案書に記載されている

事柄について補足説明等必要なものがありましたら、説明をお願いしま

す。何かございますか。 

はい、教育長。 

はい、図書館長。 

図書館の処理事務報告につきまして、一部表記の見直しを行いましたので

ご説明をさせていただければと思います。資料の３０ページをご覧くださ

い。上から２段目、③の在宅高齢者等配本サービスの表ですが、記載して

いる資料のほかにビデオと紙芝居の実績についてこれまで表記しており

ました。ビデオにつきましては現在なかなか再生機器を持っている方がい

らっしゃらないこと、紙芝居につきましては個人で利用するという性質の

ものではないこと、そういった点と、これまでこの２点につきましては実

績がなく、またこれからも利用実績が見込めないということを含めまし

て、表を見やすくするために表記を削らせていただきました。なお、今後

もし利用実績が発生した場合には、その都度ご報告させていただければと

思います。以上です。 

そのほかにありますか。 

（事務局より「なし」の声あり） 
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教育長 

 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

教育長 

金子委員 

それでは、今回の事務報告につきまして質疑がありましたらお願いしたい

と思います。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

３ページの生涯学習課に関することなのですが、毎年度新入学期子育て講

座を行っていますが、今年度はどなたが担当するのでしょうか。また、一

番伝えたい内容を教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

まず、小学校の新入学期子育て講座からご説明申し上げます。小学校新入

学生の保護者を対象に、子どもへの接し方と家庭教育の基本を学んでいた

だくために講座を実施しております。講師は生涯学習課配置の家庭教育指

導員が務めております。２月７日（水）に行われる第三小学校では、家庭

教育指導員が学校へ赴き講座を行う予定ですが、２月２日（金）に行われ

る第五小学校、第六小学校、２月７日（水）に行われる第九小学校、２月

８日（木）に行われる第八小学校につきましては、家庭教育指導員が作成

した新入学子育て講座用のＤＶＤを流す予定になっております。また、小

学校の新入学において一番伝えたい内容ですが、家族とは料理と同じく面

倒を楽しむもの、道のりは長いが楽しく子育て、焦らず子どもと一緒に学

び成長する親に、ということです。子育ては文字どおり親が子どもを育て

ることですが、同時に子どもが親を育てるともいわれています。また、子

育てでは丁寧に暮らすこと、それが一番大切だと感じております。続きま

して、中学校の新入学思春期子育て講座につきまして、ご説明申し上げま

す。こちらの講座は中学校新入学の保護者を対象に思春期における発達上

の特性や保護者の関わり方等についての講座で、各学校に配置しているス

クールカウンセラーの方を講師に子育て講座を実施しております。同講座

において一番伝えたい内容ですが、親や学校や社会に言われて行動するの

ではなく、何でも自分のこととして考え、自分で決めて自分から行動する、

そのような自分を探し求めるのが思春期です。子どもから大人への一歩を

踏み出す思春期は、我が子が自らの夢や理想を追い求め、輝こうとする時

期なのです。この時期、子どもは勝手に大きくなっていきます。親はその

手伝いをするだけなのかもしれません。以上でございます。 

小中学校で不適合を起こさず元気に通ってほしいと思います。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 
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教育長 

金子委員 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子委員 

 

 

 

 

 

はい、金子委員。 

７ページの渡瀬公民館で１２月１７日に実施したわたらせマナビィクラ

ブですけれど、参加人数が多いですね。人数を見て多分子どもたちがすご

く楽しそうに参加している姿を私も見させていただいたことがあります

が、今回は飯ごうで炊飯体験ということで、これはどのような方が中心に

なって行われたのか教えていただきたいです。また、恐らく公民館主体だ

とは思いますが、このような年間計画を立てるとき公民館だけではなくそ

こに子どもたちの意見を反映しているのかどうかをお聞きしたいです。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

この行事は渡瀬少年少女教室の一環で行われたもので、薪割り体験を含む

飯ごう炊飯体験であります。流れといたしましては、はじめにお米とぎを

調理実習室で行いました。次に屋外において薪割り体験、そして飯ごうに

火をかけ、出来上がったお米はふりかけ等そういったもので試食いたしま

して、最後に残った後火でマシュマロ焼きを屋外で行いました。参加者は

児童３３名、保護者１２名、未就学児１名、区長２名、九小校長、公民館

職員の計５０名で行われました。火を使用したり、鉈で薪を割ったりと多

少危険が伴う内容であったため、区長や校長に協力していただき、また低

学年は保護者の参加を促し、大人の目を増やしたことで、野外体験として

飯ごう炊飯ができました。並びに、鉈で薪を割る、薪で火を使うなど、貴

重な体験ができ怪我なく実施することができました。当日は強風のため、

当初予定していた屋外ではなく児童室で食事しました。重複してしまいま

すが、おかずにウインナー、そしてふりかけで出来たご飯を食べました。

また、火を感じてもらうために最後に行ったマシュマロ焼きはとても人気

で、「もっとマシュマロを用意してほしかった」というふうに逆にリクエ

ストがあったということであります。また、年間の事業計画を立てる際に

子どもの意見を反映しているかということにつきましては、私の把握不足

もありまして、確認でき次第ご報告させていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

マナビィクラブの宿泊体験は昨年にもやっていて、子どもたちが楽しそう

に公民館に向かっていく姿を私も何度も見ているので、子どもたち、それ

に保護者も巻き込んで一緒にやっていくというのも一つの手かと思いま

した。地域の方々も参加してくださっているので、そういった方々とのコ

ミュニケーションが取れたり、学校とはまた違った開放感のある場で一緒

に同じ学年の人たちと体験したりというのはとても楽しいことですので、
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生涯学習課長 

 

 

教育長 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

木戸委員 

 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

 

生涯学習課長 

これからもどんどん新しいことにチャレンジしていってほしいなと思い

ます。 

今回は１２月に行いましたが、飯ごう炊飯のときなどはどうしても風に左

右されてしまうこともありました。時期的にどの時期が一番良いかという

ところを見極めながら今後進めたいと思います。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

７ページの公民館１２月行事の中で合同開催というものがいくつかあり

ますが、例えば３館合同のプラネタリウムや、４館合同の工場見学があり

ますが、合同開催というのはどのように事業として決定されるのでしょう

か。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

女性セミナーでの合同開催につきまして、プラネタリウムは郷谷公民館、

大島公民館、赤羽公民館の３館で実施しました。また、工場見学は中部公

民館、多々良公民館、渡瀬公民館、西公民館の４館で実施しました。ご質

問についてですが、各館とも年度当初に年間事業計画を立てる際、例えば

「何月頃にうちの公民館では科学館のプラネタリウム観覧を予定してい

るけれど、ほかの公民館でその企画に乗っていただける館はありますか」

というような形でそれぞれ情報共有を行った上で、なおかつ、学級長や学

級生と話し合いながら年間の事業計画を立てているような状況です。以上

でございます。 

プラネタリウムの参加者を見ると合計が３８名ということでしたので、キ

ャパシティ的にもったいないなと感じてしまいました。ほかの公民館がも

し参加されるのであれば、決定した後でも誘っていただいた上で、参加人

数が増えればいいなと感じました。以上です。 

貴重な意見ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

４ページの２月２５日にみんなで楽しむミュージカルという事業があり

ますが、どのような内容なのかという点と、時間が朝５時と夕方５時とな

っていますが、これは誤りでしょうか。 

はい、教育長。 
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教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀口委員 

教育長 

栗原委員 

教育長 

栗原委員 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

栗原委員 

生涯学習課長 

 

栗原委員 

はい、生涯学習課長。 

まず表記につきまして、表の一番右列の部分は定員数で、午前・午後にそ

れぞれ５００名という形になっております。続きまして、概要についてご

説明させていただきます。主催は館林市小中学校ＰＴＡ連合会、出演は劇

団Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ☆Ｓｍｉｌｅです。同劇団の公演は昨年の市Ｐ連家

庭教育委員会に引き続き、今回で２回目となります。演題は『ようこそ不

思議の国へ「アリスとハートの女王のダンスパーティー」』で、幼児から

大人まで楽しめる参加型のミュージカルとなっており、上演中に劇団員が

客席まで下りて一緒に踊るなど、舞台と観客が一体となった公演内容とな

っております。なお、客席は明るいままで上演いたしますので、初めて舞

台鑑賞されるお子様も安心してお楽しみいただけます。２回公演を予定し

ておりまして、１回目の開演が午前１１時、２回目が午後２時となってお

ります。会場は日清製粉ウェルナ三の丸芸術ホールです。現在募集をして

おりまして、第１部の方に３００名の申込みが、第２部の方に２００名弱

の申込みがございます。参加は無料で、対象者といたしましては市Ｐ連会

員、全１６小中学校のＰＴＡ会員、市内の公立・私立の保育園、幼稚園、

こども園、公民館子育て講座の会員、すくすくサポート隊の参加者などが

主な参加予定者となっております。以上でございます。 

ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

１１ページの青少年センターの補導について、小学校区特別補導の概要

と、美園小学校は除くということでまた別の機会に実施するとは思うので

すが、その内容を教えていただきたいと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

冬の小学校特別補導につきましては、各小学校区の補導委員で日時を決め

ていただき行っているもので、美園小を除きました十校が行ったような状

況です。美園小につきましては、１月１９日に実施しております。以上で

ございます。 

特別補導の内容はどのような感じでしょうか。 

内容につきましては学校周辺の危険箇所等の見回り点検ということにな

っております。以上でございます。 

ありがとうございました。 
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教育長 

木戸委員 

教育長 

木戸委員 

 

 

生涯学習課長 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木戸委員 

 

教育長 

金子委員 

教育長 

金子委員 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

１０ページの補導員会運営事項についてです。臨時本部役員会議の内容に

働き方改革を取り入れた補導班編成についてとありますが、具体的にどの

ような内容だったかを教えていただきたいと思います。 

はい、教育長。 

はい、生涯学習課長。 

現在、市内小中学校１６校から１６名、群馬県立高校４校から４名、私立

高校１校から１名、合計で２１校から２１名の教職員の方に補導員として

活動していただいております。これまでは午後６時以降の補導活動がほと

んどでございましたが、令和６年度以降は教職員の働き方改革に際しまし

て、補導活動の班編成再考により教職員への配慮や補導活動の効率化を試

みるため、各学校が希望する補導時間帯をあらかじめ学校にお伺いして行

うものでございます。実際には補導時間帯を１７時前と１８時以降のどち

らが良いか選択していただき、学校の方で具体的な時間帯がある場合につ

きましては、お渡しした用紙に希望時間を明記していただく、そういった

形で進めていくような状況でございます。以上でございます。 

教職員の方々の働き方改革の一環という捉え方ということでよろしいで

すね。わかりました。ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、金子委員。 

１２月１４日の学校トライ期間について、約１週間ほどありますが児童生

徒の様子はどうだったかお聞きしたいです。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

お答えします。学校トライ期間については、日頃学校から遠ざかっている

ような児童生徒へ、相談員等も中に入りながら登校を促すというようなも

のでございます。この時期、研究所ふれあい学級の在籍児童生徒数が８名

いたのですが、その内７名が期間中に登校できたということであります。

中には複数回登校した児童生徒もいたと思います。具体的には、放課後に

登校した児童生徒が５名、この際には担任をはじめ、管理職や学年の職員

と会えたというような状況です。それから、部活動に参加できた生徒が１

名、この生徒は複数回参加もしております。もう１名につきましては、相
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教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

談室の方に昼間の授業時間内で登校して相談員と過ごすというような状

況がございました。以上でございます。 

学校に行って少しは友人との交流等ができたのかと思ったのですが、その

段階ではなく、まだまだ本当に壁が厚いのですね。７名の児童生徒も恐ら

く学校に行くまでのハードルがとても高かったと思いますが、それを必死

に乗り越えようとしているということもわかります。学校へ１時間でも２

時間でも行って「学校ではこの壁の向こうに誰かが自分を待っていてくれ

るんだ」と、何かしら心を開けるようになれば少し違うのかなと思いまし

た。今お聞きしていて、心が痛みました。その段階でも必死なのですね。

１回が２回に増えて、２回が３回と少しずつ増えていってくれるようにな

れば嬉しいです。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

同じページですが、１２月７日の親子調理ではどのようなものを作ったり

したのかということと、参加された児童生徒の感想等があればお聞かせ願

えればと思います。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

親子調理教室についてお答えいたします。作った料理ですが、１２月の上

旬という時期的なところで今回はクリスマスケーキを作りました。クリス

マスケーキといっても、市販のロールケーキにホイップクリームを塗って

コーティングしていくというようなものです。今回に関しましては、会の

司会も子どもたちが行い、また、事前指導としてこんなケーキを作りたい

ということで、用意されたものだけではなく、トッピングについて考えま

した。家族に食べてほしいというところから、兄弟、あるいはお父さん、

お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんに作るんだというようなテーマを

設けて、イチゴが好きな兄弟にはイチゴを載せたり、チョコレートやビス

ケットを載せたりと、今は市販でいろいろなものがありますので、要は家

族で好みそうなものというテーマを設定して作ったというのが今回の特

徴だったかなと思います。ご質問の参加者の様子につきましては、やはり

自分が食べたいのではなく人のためというところでの表情というのは、見

に行った時非常に豊かなものがございました。終わった後の感想も単純に

楽しかっただけではなく、子どもたちはもちろん「思ったよりできて良か

った」といったものもありましたが、保護者の方から「うちの子はこんな
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考えを持って工夫して作れるんだ」や「なかなか家庭で見られない表情や

発想というものが発見できて良かった」など、そのような声を複数いただ

いたような状況であります。以上となります。 

ありがとうございます。子どもたちのそういった普段見られない姿が見え

るということは本当に良いことだなと思いますので、引き続きよろしくお

願いします。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

１３ページの不登校児童生徒の状況に関して、令和４年度と比べて中学校

は残念ながら増えてはいますが、小学校は少なくなっています。現状維持

でもすごいことだと思っているのですが、減っているということで何か効

果的なことがあれば教えていただきたいです。また、今年度も残り２か月

ですが、最後の不登校対策で学校にお願いしていることがあればお話しい

ただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

不登校の状況について、今お話しいただいたように昨年は小学校で非常に

増加率が高く、こちらも危惧したところはありました。４月や５月は昨年

より少し増えたような傾向はありましたが、６月以降は数的には減ってい

るというような状況です。これをやったから減ったというところはなかな

か具体的に根拠まではお示しできないのですが、今年度から小学校に心の

教室支援員を配置いたしました。２名の方が１週間のうち１５時間という

ことですので、単純に考えれば１日３時間程度の学校への勤務ということ

になります。非常に熱心な方々で、４月から１２月までの児童への対応延

べ人数が８２６名という報告を受けています。保護者対応も２１名、合計

８４７名ということで、内訳的には学校への不適応、不登校傾向をはじめ、

発達障害への対応ということが非常に多いです。そういった中で、もちろ

ん担任を中心とした対応をしているのですが、そういった方々に対して心

を開いてきている子どもたちも見えてきているというような報告を受け

ております。そういった点が少しでも効果的な部分として不登校対応に生

かされていれば大変ありがたく感じているところです。もう一点ご質問を

いただいた３学期の不登校対策ですが、これに関しましては１１月中旬に

学校不適応対策会議というものを設けました。対象として各学校の教育相

談等不登校への対応を中心にあたっている教員を集めたのですが、特に今
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年度は４つの項目について現状をその中で伺った次第です。具体的には、

児童生徒本人に関しての指導支援について、保護者・家庭に関する指導支

援、学級担任それから校内の指導体制について、併せて関係機関との連携

について、今年度の成果と課題を具体的に出していただきました。また、

以前の定例会でお話がありましたが、今年度は各学校長の方に具体的な不

登校対策について紙面で提出を願い、中間的な評価等を面談で行っている

わけですが、そういったものも基にしながら改めて３学期に向けて３つの

視点で校長会議を通じて各学校の方にお願いしたものがあります。この３

点というのは、３学期だけではなく引き続きということももちろんありま

すが、まず児童生徒や保護者とのつながりを持ち続け、実態に応じた支援

を行うということ。２点目に子どもたちが安心して学んだり過ごしたりす

ることができる居場所となる環境を整えること。そして、関係機関と学校

が連携しながら支援していくこと。今年度、学校教育課では学校を中心と

した関係機関との連携というところでイメージ図などを作ったものです

から、そういったものを基にしながら学校だけで全てやるのではなく様々

な機関の中で不登校支援を引き続きお願いしたいということ。それらにつ

いて、重点として申し上げたような経緯がございます。以上となります。 

心の教室支援員の効果があるような感じを受けています。予算もあるので

難しいとは思うのですが、隔週で配置人数を拡充できれば良いのかなと思

います。以上です。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

１５ページ、１６ページについてです。まず１５ページにある１２月２日

第１回多々良沼講座の内容と、第１回ということで今後どのような予定が

含まれているのかを教えていただきたいのと、１６ページにある２月１８

日両毛３市日本遺産こどもサミット、こちらの内容を教えていただきたい

と思います。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

まず第１回の多々良沼講座になります。こちらは「多々良沼製鉄を紐解く」

と題しまして、市史編さんセンターの専門員をやっていただいている研究

者の方にご講話をいただきました。会場が多々良沼公園管理事務所の会議

室ということもあって１５人ほどの少人数ではありますが、全員の方から

「良かった」というアンケート回答をいただいております。内容としては
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木戸委員 

教育長 

金子委員 

昨年１２月の定例会の中でもご説明させていただきました、カナクソと呼

ばれるスラグの年代測定の結果、伝説よりも古く多々良沼の地名の由来で

あるタタラ製鉄がこの多々良沼で行われていたということが科学的に証

明できたよというようなお話をわかりやすく１時間ほどご講話いただい

て、非常に実りのあるものでした。多々良の講座は昨年度も実施していま

して、昨年度はタタラ製鉄にちなんで刀剣についての講話や沼辺で観葉植

物のワークショップなどを２回行いました。今年度は第２回講座を今準備

しているのですが、多々良沼の芝生の上で太極拳をやろうといった講座を

企画しております。続きまして、両毛３市日本遺産こどもサミットですが、

お手元にその他でご説明しようと思っていたチラシをお配りさせていた

だきましたので、そちらを広げていただけますでしょうか。こちらのサミ

ットでは館林市、桐生市、足利市の市長によるシンポジウムを昨年まで各

会場で開催していましたが、一巡しましたので今年度は装いも新たに日本

遺産に関わる子どもたちの活動を発表・紹介する機会を提供しようという

ことになりました。館林市はご存じのとおり科学館の里沼コース、ＲＯＣ

ＫＥＴ事業の延長線になりますが、こちらを紹介しました。桐生市は群馬

大学の教授が主催となって行っている未来創生塾という子どもたちの勉

強会があり、日本遺産を案内する実践ガイドというものをやっているそう

です。足利市については少々難しいのですが、足利学校では子どもたちに

孔子の論語を学ばせています。孔子とそのお弟子さんを祀る儀式を釋奠

（せきてん）といいまして、大人の釋奠を１２月にやっていて、また違う

月に子どもたちにも同じようなことを体験してもらっているということ

です。それぞれの指導者の方、それから子どもたちに発表していただく予

定となっております。以上です。 

ありがとうございます。２月１８日にイベントを行うということですが、

例えば館林市のそういった会議に足利市の子たちや桐生市の子たちが来

たり、逆に他市へ館林市の子どもたちが行ったりということは考えられる

のでしょうか。 

私たちが目指すゴールとしては、子どもたちの交流ができて日本遺産つな

がりでそれぞれ刺激し合えることです。実際そこまでいくかどうかは何と

も言えないところですが、目標としてはそのようなことを心がけておりま

す。 

わかりました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 
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はい、金子委員。 

３０ページの一番下に図書館の職場体験がありますが、この職場体験は２

日間ですよね。私たちが普通働く時間帯よりは短いと思うのですが、何時

間ほど従事していらっしゃるのでしょうか。また、この職場体験の目的と、

邑楽町の生徒を１名受け入れていらっしゃるのは何故かをお聞きしたい

と思います。 

はい、教育長。 

はい、図書館長。 

ご質問にお答えいたします。まず時間を申し上げますと基本的には９時か

ら３時というのが一般的に多いです。１日目・２日目共に９時から３時と

なります。こちらの目的につきましては、様々な図書館としての業務を体

験していただいて図書館自体の利用へつながっていくということですが、

学校といたしましては基本的にやはり体験学習と進路学習の一環として

職場体験をしているということで受入れの依頼をいただいております。邑

楽町の生徒につきましては、元々２名受け入れる予定でした。この２名は

元々邑楽町の図書館を希望されていたのですが、向こうの受入れ枠が満了

になってしまったということで、館林市の方で受け入れてもらえないかと

いう相談があったものです。図書館そのものは館林市民だけではなく、近

隣の方々にもご利用いただいているところから、学習の機会であるという

ことで受け入れる形を取らせていただきました。学校の方の話ですと、大

体自転車で行ける半径１０キロメートルくらいまでを職場体験場所とし

て設定しているということです。結局１名になってしまったのは、当日の

朝に電話がありまして１名インフルエンザになってしまったことから、結

果的に参加できたのが１名となっております。以上です。 

はい、教育長。 

はい、学校教育課長。 

職場体験の目的ということで図書館長も話されていましたが、職場体験自

体の所管課としての補足です。元々は進路指導の一環ということであった

わけですが、現在ではキャリア教育の中の大きな柱となっております。キ

ャリア教育は小学校から中学校まで、もちろん高校も含めて系統的な指導

をしており、特にこの中学校２年生を対象とした職場体験というのは中学

校３年生の進路決定を直前に控えて、それまでは小学校高学年や中学校１

年生での職業調べなど、いわゆる机上学習が多いのですが、実際に中学校

２年生で公共施設はもとより、商工会議所が中心となって様々な職種を体

験させていただくことによって、コロナ禍で数年はできなかったのですが
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自分たちの生活がいかに人とのつながりによって生かされているのか、成

り立っているのか、そういったことを学ばせながら職業観を広げていくと

いうような目的がございます。以上となります。 

ありがとうございます。生徒があえて図書館を選ぶということは、図書館

に対してこのようなことを図書館の中で学んでいきたいというような何

か希望のようなものがあったのでしょうか。 

一般的には、本が好きな生徒やそういった興味を持っているところが非常

に大きいと捉えております。以上です。 

ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

２７ページの２月行事で、２月２３日に理科工作教室がありますが、こち

らに書いてあるＫＫ式スーパー紙飛行機というのはどのようなものでし

ょうか。 

はい、教育長。 

はい、向井千秋記念子ども科学館長。 

お答えいたします。こちらは日本宇宙少年団館林分団の指導者が設計した

よく飛ぶ紙飛行機のことで、ＫＫとは、設計者のイニシャルでございます。

飛ばし方としては、紙飛行機に輪ゴムを取り付けて割り箸を使って遠くへ

飛ばすといったものでございます。なお、本日のＲＯＣＫＥＴ Ｌａｂに

おいてＫＫ式スーパー紙飛行機作りをやっておりまして、作った後に多目

的ホールで飛ばしておりました。以上でございます。 

わかりました。ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、木戸委員。 

１７ページの文化会館・三の丸芸術ホール利用状況について、一番下の総

計を見ると回数が前年度比１１４．３％になっていますが、この日数人員

が前年度比で７割に満たないというのは、コロナ５類移行前後もあると思

うのですが、なぜ人数が少ないのか考えられる要因はあるか質問させてい

ただきます。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

こちらの表の見方から説明したいと思います。まず日数と回数、人員又は
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入場者数とありますが、この３つの項目に分かれています。日数というの

は純粋に施設が会議等で利用された日数です。回数というのは午前・午後・

夜間と３つの使用枠に分かれていまして、例えば１つの会社が朝から夜ま

で借りると３回というカウントになります。人員というのは実際に施設を

利用した実数になります。表を見ていただくと累計という箇所があるので

すが、これは４月から１２月までの累計になっています。ご指摘いただい

た総計の部分は１２月のみの数字となっています。これがこの表の見方で

す。人員が低い理由というのは、私も改めて見直したところ、昨年は１２

月に大ホールで催し物が結構ありまして、宗次郎のコンサートや、大人数

で来ていただいたものですと生涯学習課で担当していた群馬県ＰＴＡ連

合会館林市大会というものがあって県内から大勢の方がいらっしゃいま

した。１２月は基本的に開館している日が少ないものですから、このよう

な大ホールの大きな事業が２つほどあると、人数が下がってしまうという

のが理由の一つです。日数が少ない点については色々調べていたのです

が、去年は市内や邑楽郡に大型商業施設の出店が随分ありました。採用面

接や社員研修等での利用が非常に多く文化会館でも出店バブルがあり、昨

年に比べるとその辺りの数が少ないのかなという傾向にあります。以上で

す。 

わかりました。標準的なのは今回の数字であって、前年度の１２月が高か

ったということで理解しました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、栗原委員。 

２７ページの科学館事業で、ＲＯＣＫＥＴ Ｌａｂが第１６回、第１７回

と開催されています。２月の内容を教えていただきたいということと、こ

の１年間取り組んできての成果と課題、令和６年度もＲＯＣＫＥＴ Ｌａ

ｂ事業は継続されるのかを教えてください。 

はい、教育長。 

はい、向井千秋記念子ども科学館長。 

３点ご質問をいただきました。まず、第１６回と第１７回の内容について

です。第１６回につきましてはサバイバルでご飯と題して、災害時におい

ても生き残れるよう炊飯器を使わず固形燃料とアルミ皿を使ってご飯を

炊くプログラムでございます。第１７回はプラネタリウムを観てクイズを

作ろうという題で、題名どおり、Ｌａｂの子どもたちがプラネタリウムを

観た後、クイズを作るものでございます。作ったクイズはパネルで展示し



 

 

会議の経過 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員 

 

教育長 

堀口委員 

教育長 

堀口委員 

 

 

 

学校給食センター所長 

教育長 

学校給食センター所長 

 

 

 

 

てまいります。この取組は昨年度も実施し、Ｌａｂの参加者及び来館者共

に大変好評でございました。次に、１年間の成果と課題についてです。今

年度もＲＯＣＫＥＴ Ｌａｂでは各プログラムを通して学年が異なる参

加者同士が交流を深められたほか、地元企業や関係各課と連携すること

で、社会との関わりを意識できるような活動になりました。また、今年度

は会場まで来ることのできない子どもたちに対しても学びの機会が得ら

れるようにとオンライン配信を行い、市内のフリースクールにプログラム

を提供することができました。課題といたしましては、オンライン配信を

各学校の相談室経由で参加を呼びかけたのですが、今回はありませんでし

た。そのため、今後はプログラムの内容や開催時間、周知方法などを検討

するとともに、事業全体についても周知する必要があると考えておりま

す。今年度について嬉しいことが１つございまして、昨年までＲＯＣＫＥ

Ｔ Ｌａｂに参加していた生徒が高校に進学し、学生ボランティアになり

Ｌａｂの活動に支援者として協力していただきました。このことはＲＯＣ

ＫＥＴ Ｌａｂがこの生徒にとって身近な居場所だったといえると考え

ております。最後に、令和６年度も継続するかについてお答えいたします。

来年度も人気のプログラムを継続するとともに、企業や関係各課等と連携

しながら新たなプログラムを開発するなど、引き続き開催してまいりま

す。以上でございます。 

様々な機関と連携があると不登校の方にとっては良いのかなということ

があるので、更に充実していければと思います。ありがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、堀口委員。 

資料には特にないのですが、給食のことでお聞きしたいと思います。今月

から期間限定ではありますが給食費が無料になったということで、どのよ

うな反応があったかということと、私学に通われている児童生徒の保護者

からの申請はどの程度あったのか教えていただければと思います。 

はい、教育長。 

はい、学校給食センター所長。 

反応について、センターに届いているものはほぼありません。例えば苦情

のようなものが１件、その人は幼稚園の保護者だったのですが、なぜ小中

学校だけなのかという、そのような連絡はありました。問合せで多かった

のは手続の方法です。どのように申請すればいいですかという内容の問合

せがあった状況です。私学の方には補助金として給付することになります
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ので、こちらにつきましては１８５人ほどと今のところ想定しています。

現時点での申請は４３人ほどになっています。締切が２月２９日までです

のでまだ期間があります。締切があるというのは保護者宛ての通知では私

学の方はわかりませんから、１月１日号の広報紙に１回出しているのです

が、２月１日号にも出せることになりましたのでそちらで周知をしていき

たいと思います。もちろんホームページも継続して掲載しております。以

上です。 

ありがとうございます。 

そのほか、いかがでしょうか。 

はい、教育長 

はい、木戸委員。 

１９ページの２月行事予定について、スケートの大会で１名が群馬県に派

遣されるということですが、この方はどのような選手なのでしょうか。 

はい、教育長。 

はい、スポーツ振興課長。 

ご質問にお答えいたします。派遣される１名につきましては、市内在住の

男性で６３歳の方です。競技種目につきましては、男子６０歳代の５００

メートルに出場する予定となっております。参考ですが、出場順位につき

まして、近年では令和元年に５名、男性が３名、女性が２名の参加があり

ましたが、参加資格であります市内在住・在勤・在学等の制限の関係で現

在は１名になってしまっているという状況でございます。以上です。 

館林市という環境では競技として続けるのはなかなか難しいのかなと感

じます。その１名の方もご高齢ですが、ぜひずっと続けていただければあ

りがたいと思います。 

同じ２月行事予定の中に２月１７日・１８日とスキーの競技大会がござい

まして、そちらには２０名ほどいるのですが、スケートとなりますと近隣

にスケート場がない、クラブチームがないといった中で、なかなか馴染み

が薄くなってしまうこともございます。今後とも出場できるようにいろい

ろ啓発等はしていきたいと考えております。以上です。 

ありがとうございました。 

そのほか、ございますか。 

（委員から「なし」の声あり） 

ないようですので、事務報告は記載のとおり承認するものとしてよろしい

でしょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 
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異議なしと認め、記載のとおり承認するものといたします。 

次に、日程第５ 議事に入ります。 

議案第１号及び第２号につきましては、館林市教育委員会会議規則第１７

条第１項により非公開としたいと思いますが、非公開としてよろしいでし

ょうか。 

（委員から「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、ただ今から教育委員会を非公開とします。該当者につい

ては、一時退室を願います。 

 

【傍聴人 退室】 

 

（非公開） 

 

【傍聴人及び事務局対象者 入室】 

 

次に、日程第６ その他で何かございますか。 

はい、教育長。 

はい、文化振興課長。 

お手元の市立第一資料館特別展「幸福は愛より始まる」のチラシをご覧く

ださい。藤野天光生誕１２０年を記念しまして、こちらの特別展を企画し

ております。天光についてはご遺族から平成１５年に３７０点の作品を寄

贈していただいておりまして、そちらの作品を展示するものです。今回は

彫刻４０点、それから色紙や短冊などの遺品１０点、合計５０点の資料を

展示いたします。タイトルの「幸福は愛より始まる」というのは、天光の

座右の銘です。タイトルのとおり、愛あふれる展示作品になっております。

チラシのメイン写真に使っているこちらの作品は『愛』という題でして、

天光独特の柔和な表情、愛そのものを感じさせる作品となっております。

県立館林美術館の方で今「ヒューマンビーイング」という企画展をやって

おりまして、こちらにも天光の作品が展示されています。教育委員の皆様

方にも、お時間を作っていただけるようでしたら施設案内をさせていただ

きますので、ぜひともご来場いただければと思います。以上です。 

そのほか、いかがでしょうか。 

（委員等から「なし」の声あり） 

ないようですので、以上で本日の全日程を終了します。 

これにて教育委員会を閉会します。        （午後４時１９分） 
 


